
中部国際空港の概況

・平成 9年12月 平成10年度政府予算案において、新規事業化のための予算を計上

・平成10年 5月 中部国際空港㈱設立（資本金の出資比率 国：地元自治体：民間＝４：１：５）

・平成12年 現地工事着手

・平成17年 2月17日 開港（3月25日～ 愛知万博開催）

・令和元年 9月20日 第２旅客ターミナルビル 供用

【設置管理者】
中部国際空港株式会社

【所在地】
愛知県常滑市沖
（名古屋市中心から南約３５ｋｍ）
（鉄道：名鉄名古屋駅から最速２８分）

【事業概要】
（１）規 模

・空港面積：４７３ｈａ
（愛知県企業庁用地１０７ｈａが隣接）

・滑走路：３,５００ｍ×１本
・駐機場：８７スポット（小型機用6スポット含む）
・その他、旅客ターミナル、貨物取扱施設、空
港駅、駐車場など

（２）総事業費：６,４３１億円
（３）工期：約７年（平成１０～１６年度）

【運用時間】
２４時間（ﾒﾝﾃﾅﾝｽのため滑走路を深夜時間帯に閉鎖）

沿 革

現 況

滑走路（３５００ｍ）

高速船乗場

第１旅客ターミナルビル

空港連絡橋
（愛知県道路
公社）

空港連絡鉄道
（中部国際空港連
絡鉄道株式会社）

管制塔

立体駐車場

愛知県企業庁用地
（１０７ｈａ）

中部国際空港㈱用地
（４７３ｈａ）

飛行検査センター

貨物地区

第２旅客ターミナルビル

愛知県国際展示場

フライト・オブ・ドリームズ



7.0 6.8 
6.1 6.0 5.6 5.2 5.3 5.3 5.8 5.8 6.0 6.2 6.2 6.3 6.6

3.6
4.4

5.8

3.0 

3.6 3.9 
4.1 3.7 

3.1 
3.1 3.0 3.1 

3.2 3.4 
3.8 3.9 3.9 4.0 

4.7

0.6
0.7

1.1

1.2

10.610.7 10.3 9.7 
8.6 8.3 8.2 8.3 9.0 9.2 

9.8 10.1 10.1 10.3
11.3

4.2
5.1

7.0 

4.1 

0

2

4

6

8

10

12

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

国際線

国内線

4.1 4.1 4.2 3.9 3.5 3.2 2.7 2.7 3.1 2.9 2.6 2.4 2.3 1.8 1.8 1.0 0.9 1.0 0.6 

23.323.9
20.7

12.411.911.611.610.8

14.7
17.6

16.116.6
18 19.5

17.2

10.4 11.211.7

5.7

27.428.0 
24.9

16.315.414.714.313.5

17.8
20.6

18.718.9
20.321.3

19

11.412.112.7

6.3

0

5

10

15

20

25

30

H17H18H19H20H21H22H23 H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

国際線

国内線

702 653 626 583 496 470 452 472 540 540 552 573 598 626 640

200 278
519

307

533 547 556 
498 

430 451 437 449 
447 450 490 523 556 610 620

2
6

83

128

1,235 1,199 1,182 
1,081 

926 921 889 921 987 990 1,042 1,096 1,154 1,236 1,260

202 283

602
435

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

国際線

国内線

中部国際空港の利用状況

【航空旅客数の推移】
（万人）

年度

【発着回数の推移】
（万回） 【航空貨物取扱量の推移】（万トン）

年度
年度

○ 中部空港においては、令和４年度の旅客数が令和元年度比５２．２％減の６０２万人となった。
○ このうち、国際線旅客数が８２．５万人（令和元年度比８６．７％減） ※うち外国人旅客数は５２．５万人（同比８３．６％減））

国内線旅客数が５１９．５万人（令和元年度比１８．９％減）

世界的な
景気低迷

新型インフルエンザ

外国LCC
新規就航・増便

東日本大震災
本邦LCC新規就航

愛知万博 燃料費高騰

北米港湾ストに
伴うシフト特需

過去最高

過去最高

新型コロナ
ウイルス感染症

R5年度
上半期分

（発着回数・
貨物同様）



○期間：令和3年度～
○概要：

・国際線保安検査場旅客処理能力
向上

・免税店エリア拡張
・新型コロナに対する過密化対策

第1旅客ターミナル改修事業

中部国際空港の機能強化

愛知県国際展示場

第２旅客ターミナル

複合商業施設
（フライト・オブ・ドリームズ）

○開業日：令和元年8月30日
○事業主体：愛知県
日本初となる空港併設型の国際展示施設。
（展示面積：約60,000㎡）

愛知県国際展示場の施設概要

中部国際空港（設置管理者：中部国際空港株式会社）

○開業日：平成30年10月12日
○事業主体：中部国際空港(株)
ボーイング787試験機(ZA001)を核とした
新たな複合商業施設。

複合商業施設（フライト・オブ・ドリームズ）の施設概要

○開業日：令和元年9月20日
○年間旅客取扱数：

国際300万人
国内150万人

○延床面積：約45,000㎡
○スポット数 ：10
○事業主体：中部国際空港(株)

国はLCC向けターミナルの整備
に伴って必要となるCIQ
（税関・出入国管理・検疫）
施設を整備。

第２旅客ターミナル概要

チェックインロビー

※令和３年度の財政投融資132億円を活用

○地元において、同事業の進捗を踏まえつつ、「中部国際空港将来構想推進調
整会議※」を設置。令和3年12月に将来構想が取りまとめられたところ。

※構成員：愛知県知事、岐阜県知事、三重県知事、名古屋市長、名古屋商工会議所会頭
中部経済連合会会長、中部国際空港株式会社社長

中部国際空港将来構想推進調整会議

〇中部国際空港においては、平成30年10月にボーイング787初号機を中心しとした複合商業施設、令和元年９月に空港島南側にLCC向けの第２旅客ターミナル
が開業したところである。また、令和元年８月に愛知県が国際展示場を開業しており、これら３施設の相互連携を深めることで、より大きな賑わいの創出によ
る空港自体の魅力向上及び空港の受入機能の強化が図られている。
〇令和３年度からは国際的な人の往来再開も見据えコロナ対策の観点も踏まえつつ、開業後15年以上が経過した第１旅客ターミナルのリノベーションを実施中。
〇令和４年度からは地元において将来構想を踏まえ、第１段階（暫定形）のPI（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｲﾝﾎﾞﾙﾌﾞﾒﾝﾄ）の取りまとめ、環境アセスメント手続きが順次進められ
ている。国においても、地元のこれらの取組みを受け、令和５年に中部国際空港の代替滑走路の整備に係る事業評価を実施。

混雑する保安検査場前（令和元年12月）



第２段階（将来形）

・将来の航空需要を踏まえ、また、漁業者を始めとする関係者との十分な
調整を前提として、新たな埋め立て地にＢ滑走路と７６０ｍの中心線間隔
を確保した新滑走路（新Ａ滑走路）を整備します。

・新Ａ滑走路の整備に合わせて現Ａ滑走路は廃止し、新A滑走路とB滑走
路の２本で運用します。

中部国際空港の機能強化（中部国際空港の将来構想）

○ 名古屋港から発生する浚渫土砂の新たな処分場を確保するため、中部空港沖において公有水面

埋め立て事業が進められているところ

○ 同港湾事業の進捗を踏まえつつ、地元において令和３年７月に「中部国際空港将来構想推進調整

会議※」を設置、令和３年１２月に将来構想が取りまとめられた
※「中部国際空港将来構想推進調整会議」構成員：

愛知県知事、岐阜県知事、三重県知事、名古屋市長、名古屋商工会議所会頭、中部経済連合会会長、中部国際空港株式会社社長

第１段階（暫定形）
・深夜早朝時間帯における航空機の運航を継続しながら現滑走路
（A滑走路）の大規模補修を速やかに実施するため、現空港用地内の誘導
路を転用して、A滑走路と２１０ｍの中心線間隔を確保した代替滑走路

（Ｂ滑走路）を整備し、当分の間、Ａ滑走路との２本で運用 します。

・２０２２年度にＢ滑走路の環境影響評価の手続きに入ることにより、２０２７
年度を目途にＢ滑走路を供用開始するとともに、Ａ滑走路の大規模補修
に着手することを目指します。

中部国際空港の将来構想
～将来構想実現に向けたロードマップ～



中部国際空港の課題 （大規模補修の実施）

○ 滑走路のアスファルト劣化度を診断をしたところ、複数個所で舗装表層の劣化が見られた。

○ 「ひび割れ」の発生・進行に伴い、メンテナンス頻度が増加し、また、大規模補修として、舗装面を全

面的に切削し再舗装する必要がある。

○ 大規模補修時には、深夜時間帯に滑走路を約2年間閉鎖しなければならない。

出典：中部国際空港株式会社

ひび割れ増大領域

ひび割れ発生領域

アスファルト劣化度診断の結果

滑走路南端(2005) 滑走路南端(2021) B誘導路(南)(2005)

B誘導路(南)(2021) A6交差部(2005) A6交差部(2018)

アスファルト舗装の変状事例

滑走路例（中部国際空港）

誘導路例（中部国際空港）

グルービングの削れ・骨材の露出

目地の開き（クラック）

わだち掘れ

誘導路C10付近：ひび割れ



中部国際空港の課題 （完全24時間運用の実現）

○ 中部国際空港は、定期メンテナンスを実施するため、深夜の一部時間帯に滑走路を閉鎖している。

○ 定期メンテナンスは、2019年冬ダイヤ（ピーク時）では週11時間確保しているところ、メンテナンス頻

度が増加した際、また、大規模補修の際には、時間の確保が難しい状況。

○ 深夜時間帯における更なる増便等への対応は困難な状況となっている。

0時台 1時台 2時台 3時台 4時台 5時台 6時台

日

月

火

水

木

金

土

貨物出発 貨物到着

旅客出発 旅客到着 テクニカルランディング

メンテナンス時間

2019年冬ダイヤにおける就航スケジュールと定期メンテナンス時間帯

点検時間



中部国際空港代替滑走路事業の概要

• 本事業は、中部国際空港の現滑走路の大規模補修時においても、継続的な空港運用を
可能とすること及び完全２４時間運用を実現すること等を目的として、現空港用地内の誘
導路を転用し、代替滑走路の整備を進めます。

＜整備内容＞ 代替滑走路の整備： 3,290メートル滑走路（現滑走路の東側）及び航空灯火等

＜事業費＞ 中部国際空港（株）事業 ：140億円（滑走路等）

国事業 ：5億円（航空保安関連施設、気象施設） 総事業費：145億円

＜事業期間＞ 令和6～9年度

＜費用対効果＞ B/C＝2.6



 

 

中部国際空港の設置及び管理に関する法律第３条第１項の基本計画 

 

１ 滑走路の数、方向、長さ、幅及び強度並びに着陸帯の幅 

  (1)数 滑走路の数は、２本とする。 

  (2)方向 滑走路の方向は、真方位Ｎ１１°Ｗとする。 

  (3)長さ 滑走路の長さは、３，５００メートル及び３，２９０メートルとする。 

  (4)幅 滑走路の幅は、６０メートル及び４５メートルとする。 

  (5)強度 滑走路は、荷重区分ＬＡ－１に耐える強度とする。 

  (6)着陸帯の幅 着陸帯の幅は、２８０メートル及び１５０メートルとする。 

 

２ 空港敷地の面積及び形状 

 (1)面積 空港敷地の面積は、４７０ヘクタール程度とする。 

 (2)形状 おおむね長方形とする。 

 

３ 航空保安施設の種類 

 航空保安施設の種類は、次のとおりとする。 

 (1)航空保安無線施設 ＩＬＳその他必要と認められる航空保安無線施設 

 (2)航空灯火 

    イ）飛行場灯火 ａ 飛行場灯台 

            ｂ 誘導路灯 

            ｃ 誘導路中心線灯 

            ｄ 誘導案内灯 

            ｅ 風向灯 

            ｆ 進入灯 

            ｇ  進入角指示灯 

            ｈ  滑走路灯 

            ｉ 滑走路末端灯 

            ｊ 滑走路末端補助灯 

            ｋ 滑走路末端識別灯 

            ｌ 離陸待機警告灯 

            ｍ 航空機接近警告灯 

            ｎ  滑走路中心線灯 

            ｏ 接地帯灯 

            ｐ 過走帯灯 

            ｑ その他必要と認められる飛行場灯火 

       ロ）航空障害灯 

 

４ 工事完成の予定期限 

  滑走路及びこれに対応する諸施設の工事は、令和９年度（西暦２０２７年度） 

を目途に完了する。 

 

５ 運用時間 航空機の離着陸に時間制限を設けないものとする。 

 

６ その他必要な基本的事項 

 (1)空港の設置及び管理は、環境の保全等に配慮しつつ行うものとする。     

 (2)航空輸送需要の動向等に対応して、能力増強のための施設整備の必要性についての検

討を行うものとする。 


